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株主・投資家の皆様との関わり
●IR活動の取り組み

●IR活動実績（2014年度）

当社は、的確かつ迅速・公平な企業情報の発信に努めるとと
もに、さまざまなIR活動を通じて、株主・投資家の皆様とのコ
ミュニケーションを積極的に行っています。

・決算説明会
・個別投資家訪問
・スモールミーティング
・工場見学会
・期末報告書など

機関投資家
（銀行、投資会社など）

個人投資家

・ウェブサイト
・IRエキスポ
・期末報告書など

・決算説明会
・個別取材など大
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株主向け報告書発行（6月、11月）
株主懇談会（6月）

名証IRエキスポ2014出展（7月）

決算説明会（5月、11月）
機関投資家訪問
個別取材対応

メッセナゴヤ2014出展（11月）
とよたビジネスフェア出展（1月）
ウェブサイトのIR情報開示
http://www.taihonet.co.jp/investorrelations
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活動実績

名証ＩＲエキスポ 期末報告書

株主様工場見学会 機関投資家
スモールミーティング

通期（５月）と第２四半期（１１月）の年２回、東京で証券ア
ナリスト・機関投資家約５０名を対象にした「決算説明会」
を開催しており、社長自らプレゼンを行い経営トップの思
いを伝えています。
当日はスライドを用いて、決算分析から将来に向けた成長
戦略にわたるまで短期から中長期まで幅広い説明を行
い、投資家の皆様に安心して長期安定的に株式を保有し
ていただける情報を積極的に提供しています。

◆積極的な情報提供（決算説明会）

（配当性向：29.6％）
■期末配当金　■中間配当金

環境課題との関わり

環境保全への取り組み

地球規模の環境課題に取り組むため、自動車の燃費向上
に寄与する製品を提供すると同時に、より少ない環境負荷
での生産活動を目指した方針を掲げています。

●大豊環境基本方針

●環境保全組織

当社では2016-2020年に向
けた第6次取り組みプランの策
定に向け、準備を進めています。
また、2020年目標も制定して
います。

工場環境分科会

環境会議 製品環境委員会 環境配慮製品小委員会

新規規制対応小委員会

生産環境委員会 工場環境小委員会

内部環境監査 シンプルスリム
設計・設備小委員会

グリーン調達小委員会

地域環境分科会

●第5次環境取り組みプラン（2011－2015年） ●第6次に向けて

キーワード

目標
など

温室効果ガスの削減

2015年度目標に対して
CO2　：8%減（原単位）　
排出物：5%減（原単位）

生物多様性保全

車両の燃費向上製品

環境情報の開示

取り組み項目 具体的な実施項目・目標

・低フリクション製品、軽量化製品、燃費改
善製品の提供によるＣＯ２排出量低減

　・シンプルスリム設計の推進
・日常改善活動によるＣＯ２低減活動の推進
・高効率機器の導入
　・ルートの変更・統合、高積載化による
寄せ止め
・輸送会社ルートの活用と自社便の高
積載化
・グループ会社との連携

　・有価物の低減
・廃棄物の低減
・物流：海外向け物流における梱包の
シンプルスリム化、リターナブル化
　・環境負荷物質規制への確実な対応
　　・ＰＲＴＲ法対象物質の排出量低減
　・環境異常・苦情の未然防止活動
　・仕入先における環境自主活動の要請
・納入原材料・副資材に含まれる環境
負荷物質の管理充実
　・国内・海外グループ各社の
  ＣＯ２データ把握と解析
　・環境教育の体系化と実践
・環境月間行事の展開
　・環境・社会報告書の発行継続と内容の充実
・地域とのコミュニケーション活動の充実

◇自動車の燃費向上をはじめとする
環境対応製品の開発推進

◇生産活動における省エネ活動の
　徹底と温室効果ガス排出量の低減

　

◇物流活動における輸送効率の追求
とCO2排出量の低減

◇生産・物流における排出物の低減
と資源の有効利用

　

◇製品含有化学物質の管理
　◇生産活動における環境負荷物質の低減
　◇連結環境マネジメントの強化　

◇ビジネスパートナーと
　連携した環境活動の推進

◇グローバルなCO2マネジメントの
推進

◇環境教育活動の充実と推進

◇環境情報の積極的な開示と
　コミュニケーション活動の充実

開発・設計

低炭素社会の
構築に向けた
取り組み

循環型社会の
構築に向けた
取り組み

環境経営

環境保全と
自然共生
社会の構築

生産・物流

生産・物流

開発・設計

生産

マネジメント

●株主還元
株主様への利益還元と事業の成長および経営基盤強化の
ための内部留保とを総合的に勘案し、長期にわたり安定的
な配当の継続を基本に考えています。
内部留保した資金は、将来にわたる株主利益を確保するた
め、将来の事業成長のための投資および財務体質強化に活
用していきます。
２０１4年度配当金は前年度よりも増配し、33円とさせて
いただきました。なお、2015年度配当金は、36円を予定
しています。


